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本研究は、遷移金属と有機分子の自己組織化により、タンパク質などの巨大

分子を空間補足し、その構造と機能を高効率・高精度で解析するものである。 
超分子化学と自己組織化による巨大空間の形成に基づき、タンパク分子の構

造決定の革新と機能制御を目指しており、特に、これまでの低分子有機化合物

での成果から、構造解析と機能制御の両面においてタンパク科学の飛躍的な進

展が期待される。 

 
 


